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令和3年2月市議会総務委員会資料

第27号議案

長崎市固定資産評価審査委員会条例及び

職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例
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1 改正の概要

市民等の負担の軽減及び利便性の向上を図るため、行政手続における押印の廃止及び

署名の見直しを行うもの。

a)長崎市固定資産評価審査委員会条例(第1条関係)

固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服の審査の手続及びその他の書類

について、押印の廃止及び署名の見直しを行う。

②職員の服務の宣誓に関する条例(第2条関係)

職員の服務の宣誓に関する宣誓書への署名及び押印を廃止する。

B)・施行日公布の日

2.行政手続における押印廃止及び署名見直しの方針

m 方針

行政手続における押印廃止及び署名見直し(以下「押印廃止等」という。)は、市

民の負担を軽減し、市民サービスの向上を図ることにつながり、また、'行政手続のオ

ンライン化のために不可欠なものでもあることから、全庁の手続を対象として令和3

年3月末までの押印廃止等に向けて積極的に取り組む。

②判断基準

ア押印の廃止基準

押印を求める趣旨は、手続を行う者の本人確認、真意確認及び文書内容の真正性

担保にあるが、認印による押印や印鑑照合を行わない登記印・登録印による押印は

認証の効力が乏しいため、基本的に廃止する。

登記印'登録印による押印を求め、かつ印鑑照合を行っているものについては、

認証の効力が大きく、基本的に押印を存続する。

イ署名の見直し基準

署名及び押印の両方を求めている手続に?いて、押印の廃止と併せて、基本的に

署名も廃止し、記名でよいこととする。

署名又は記名押印の一方を求めている手続についても、押印の廃止と併せて、基

本的に署名を廃止し、記名でよいこととする。



3 押印廃止等の手続数

m 経緯

時期

廃止手続

の数

H4~

H 12

押印

436 種類

②押印の廃止予定(令和3年2月18日現在)

H 13

押印を求める

根拠

押印

573 種類

H 14

押印

81 種類

条例

根拠規定

の数

規則

要綱等

H巧

押印

訂種類

寸

〔押印を廃止する主な手続〕

・国民健康保険税申告害

・保育利用申込書

・葬具利用申込害等

手続の種類数

R2

(予定)

3本

197 本

'

押印

1,846 種類

署名

385 種類

454本

＼

11 種類

654本

1,198種類

寸

1,081 種類

押印

3,023 種類

署名

385 種類

押印廃止

〔押印を存続する主な手続〕

・認可地縁団体印鑑登録申請

・契約関係書類(契約書等)

・会計関係書類(請求書、領収害等)

・補助金等の申請書等

2,290 種類

aoo%)

1,056 種類

7種類

押印存続

783 種類

1,846 種類
(81 %)

4種類

142 種類

298 種類

444 種類
(19%)

※今後、オンライン申請等を導入するこ
とで実質的に署名及び押印の必要性

はなくなる。
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B)署名の廃止予定(.令和3年2月18日現在)

署名を求める

根拠

条例

規則

根拠規定

の数

要綱等

寸

〔署名を廃止する主な手続〕

・市営住宅入居申込書

・道路占用許可申請書

・り災証明交付申請書等

手続の種類数

2本

57本

85 本

144 本

6種類

271 種類

4 改正内容

①長崎市固定資産評価審査委員会条例

固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服の審査の手続及びその他の書類

について押印廃止等を行うもの。

署名廃止

204種類

481 種類

(100%)

6種類

201 種類

署名存続

178 種類

385 種類

(80%)

(具体的な手続〕

0種類

70種類

26種類

96種類

(20%)

① 審査の申出

②

手続

審査申出人の口頭による

意見陳述く調書の作成)

③、

④

口頭審理(口述害の作成)

⑤

口頭審理(調書の作成)

⑥

実地調査(調書の作成)

審査申出人等による審査申出書

への押印を廃止

議事についての調書

固定資産評価審査委員会委員及

び書記による署名押印を廃止

内容

提出人による署名押印を廃止

固定資産評価審査委員会委員及

び書記による署名押印を廃止

令和元年度
件数

1件

1件

0件

0件

1件

5件
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②職員の服務の宣誓に関する条例

職員に対し、公務員には民間企業と異なる服務規律があることを自覚させるため、

地方公務員法第31条に定める服務の宣誓の方法等について定めているもの。

住見1テ)

新たに職.員となった者が、任命権者又は任命権者の定める上級の公務員(以下「任

命権者等」という。)の面前において宣誓書に署名及び押印を行う。ただし、実態

としては、任命権者等の面前で宣誓書を読み上げている。

〔改正後〕

新たに職員となった者が、任命権者等の面前において宣誓書により宣誓する。

任命権者等の面前で宣誓書.を読み上げることで、職員の倫理的自覚を促す地方公

務員法の目的は達成できると判断されることから、面前での署名及び押印を廃止す

る。

【参考】

地方公務員法(抜粋)

第31条職員は、条例の定めるところにより、服務の宣誓をしなければならない。

5 [略]

6 [略]

(審査申出人の口頭による意見陳述)

第7条[略]

2 [略]

3 前項の調書には、次に掲げる事項を記載し、意

見を聴いた委員及び調書を作成した書記が署名

押印しなけれぱならない。

(1)~(3)[略]

(口頭審理)

J

5 新旧対照表

m 長崎市固定資産評価審査委員会条例新旧対照表

竜

長崎市固定資産評価審査委員会条例

(審査の申出)

第4条[略]

[略]2 ・ 3

[削る]

、、

改正後

4

4 [略]

5 [略]

(審査申出人の口頭による意見陳述)

第7条[略]

2 [略]

3 前項の調書には、次に掲げる事項を記載し、意

見を聴いた委員及び調書を作成し.た書記が記名

しなければならない。

(1)~(3)[略]

(口頭審理)

、

(審査の申出)

第4条[略]

2 ・ 3 [略]

4 審査申出書に.は、審査申出人(審査申出人が法

長崎市固定資産評価審査委員会条例

'

改正前

人その他の団又は財、であるときは代表者又

は管理人、総代を互選したときは総代、代理人に

よって審査の申出をするときは代理人)が押印し

なければならない。
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第8条〔略]

[略]2~4

5 前項の口述轡には、次に掲げる事項を記載しな

ければならない。

(1)~(3)印胡

[略]6 ・フ

8 前項の湖書には、次に掲げる事項を記載し、審

理を行った委員及び調書を作成した書記が記名
しなけれぱならない。

(1)~(5)[略]

(実地調査)

第9条[略]

2 前項の調書には、次に掲げる事項を記載し、胴

査を行った委員及び調書を作成した書記が記名

しなければならない。

(1)~(4)[略]

(議事についての調書)

第10条[略]

2 前項の調書には、次に掲げる事項を記載し、議

事に関与した委員及び朋書を作成した書記が記

負しなければならない。

(1)~(4)[略]

第8条Π略]

m胡2~4

5 前項の口述書には、次に掲げる事項を記載し、
提出人が署名押印しなけれぱならない。

(1)~(3)[略〕

冊胡6 ・フ

8 前項の鋼書には、'次に掲げる事項を記械し、審

理を行った委員及び調書を作成した書記が署名

押印しなければならない。

(1)~(5)[略]

(実地調査)

第9条[略]

2 前項の調霄には、次に掲げる事項を記載し、調

査を行った委員及び調書を作成した書記が署名

押印しなければならない。

(1)'~(4)[1略]

(議事についての調書)

第10条[略]

2 前項の調霄には、次に掲げる事項を記載し、議

亊に関与した委員及び調書を作成した書記が署

名押印しなければならない。

(1)~(4)[略]

②職員の服務の宣誓に関する条例新旧対照表

職員の服務の宣誓に関する条例

(鵬員の服務の宣誓)

第2条新たに職員となった者は、任命権者又は任

命権者の定める上級の公務員の面前において、宣

誓書偶帰己様式)にょり宣誓してからでなければ

改正後

その職務を行ってはならない。

2 [N胡

別記様式(第2条関係)

1ム:之二二に

庄L.カ、「、擁違十る二とをⅢく誓い主ナ

職員の服務の宣誓に関する条例

(職員の服務の宣誓)

第2条新たに職員となった者は、任命権者又は任

命権者の定める上級の公務員の面前において、宣

誓書(別記様式)に署名してからでなければその

職務を行ってはならない。

2 印釘

別記様式(第2条関係)

宜

老、は、削氏の信如;二叱;えるよら'地方官H」の本旨【二のり七り公鞘

主抱が田此にイf"'ろこ七を叱めるn本国黛然を尊

を民上仙"、う桶」弔酌:こ運音寸パき責窮志・迄く U覚'↓'るとと 1.に、訂

雲

令を」0守L,令体の米仕者七L'て公共の判益のため誠突小り公止に

瑛病を違行.1、ること'冊く諺い E・'

岩

改正前

年 Ⅱ Ⅱ

氏 帛

」丘 L

宜

カ、ーコ

羌」'は、ホ民の恬和に亦える kう、地方"价の本旨にの門とり公1島

五'足主的".0他鴫【的に運営'とぺき胃抹五・1柴く U 寛司'ると上心;ニ、貼

令を遵'小し,全咋山峯仁む七Lて公北山判些のため誠姿かウ公'に

職鷄'・送行寸るこ上'・固く杵、、.'・」

主権

挫護吋'るこしを仰く誓い生,

智

こ作寸る二上を認める口本国竃泣を敢

J

悼 円 U

氏 十1 印


